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DDHに関する
若手整形外科医の教育に向けて

慈誠会 山根病院 整形外科

星野弘太郎

第53回日本関節病学会（京都）2025/7/4~5

COI
開示すべき事項はありません

シンポジウム
「発育性股関節形成不全の検診、診断、治療 ―20年後を視野に入れて―」

本タイトルでのご指名いただきありがとう
ございます。20年後を視野に入れて、大
きなテーマになりますが、診断にしぼって、
今現在私の中にあるものを総動員してま
とめさせていただきました。COIはありま
せん。
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DDHに関する若手整形外科医の教育に向けて
（抄録600字、発表10分）

1か月児健診でも股関節脱臼のチェックを行うようとの2014年のこども家庭庁通
知により、今後の日本のDDH検診は格段の進歩を遂げるであろう。

しかし1か月児においては、遅診断の原因となる“開排制限のない股関節脱臼”の
頻度はより高くなる。そこで重要なのが画像検査である。超音波検査がもはや当
たり前の若い世代では、超音波検査の重要性は感覚的に理解されよう。世界的ス
タンダードであるGraf法は、メタ解析から感度93%、特異度97%と高い精度が示さ
れている。

乳児股関節エコーセミナー（日本整形外科超音波学会主催）講師陣は、「顕微
鏡で診ない腫瘍診断はない」と同様に、「超音波で診ないDDH診断はない」との
信念の下、股関節脱臼の遅診断例ゼロを目標にGraf法の普及に努めている。

本セミナーは、毎年数回ずつ開催され、超音波解剖、Graf分類、実際に赤ちゃ
んにエコーを当てる実習など、Graf法が受講翌日から実施可能となる1日半のプロ
グラムである。本セミナーは1987年から開始され、2025年2月までに83回が開催
され、合計1534名が受講している。

ただ二次検診における超音波の現場での使用率は2013年28%であり、2022年
47%と増加が報告されたが、まだまだ低いのが現実である。若い世代のみならず整
形外科医全員がGraf法の技術を身につけ、赤ちゃんの股関節を守ることに協力い
ただければと切に思っている。
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日本小児整形外科学会 会員数
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子どもの未来を考えるとこのまま衰退してよい科ではない

100万児

  50万児出 生 数

日本小児整形外科学会の会員数の推移
をまず見ていただきたいのですが、残念
ながら年々減少しています。＜クリック＞
出生数のグラフを重ねると同様に減少し
ていますので、少子化に伴ったものとも
言えなくもないのですが、＜クリック＞子
どもの未来を考えるとこのまま衰退してよ
い科ではないと考えます。
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JPOA他施設研究（2011～12年度）

日本整形外科学会認定研修施設

1987施設のうち回答あり783 施設

（回答率39％）

●股関節脱臼を診療していない

615施設（79%）

●46大学のうち18が脱臼診療ゼロ（39%）

服部義ら. 日小整会誌 26：343–351, 2017.

大学所属でも小児整形外科が
必ず経験できるわけではない

小児整形外科ってどのくらい標榜されている？

股脱診療

あり

8%

股脱診療

なし

31%

無回答

61%

2011・12年度に行われた多施設研究では
1987施設にDDHの調査表を送って回答
率が３９％しかなかったのですが、そのな
かでも股関節脱臼を診療していない施設
が79
%もあり、回答なしを含めると股関節脱臼
を見ている施設は8%の計算となります。
46大学のうち18が脱臼診療数ゼロでした。
大学所属でも小児整形外科が経験でき
るわけではないという現実がわかります。
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成人股関節の先生方にどんどん入ってきて
いただき、ともに学びたい！

2つ目のサブスペシャルティ
としての小児整形外科共育

ハンズオンレクチャー

そこで成人股関節の先生方、若い先生方
に、我々小児整形外科医としましては小
児の世界にどんどん入ってきていただき、
ともに学びたい気持ちでおります。小児
整形外科の研修会などを手始めとして、
かかわっていただけたら嬉しいです。今
年は8月末にハイブリッドで開催されます
ので、気軽にご参加いただけたらと思い
ます。DDHに関しましてはこども家庭庁や
東大の保健師からの講演もあり必聴です。
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一緒にDDHを
見てほしい
日本股関節学会
会員数は？
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我々と一緒にDDHをみてほしい日本股関
節学会の会員数はといいますと、このよ
うに登り龍の如しです。この中で少しでも
ご参会いただけると、本当にうれしい限り
です。
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DDH診断のこわさ
●急に赤ちゃんを見るこわさ

→自分の子どもができた時がチャンス

DDH診断はすでにパラダイムシフトしています

とにかく超音波です！

●見逃し・遅診断のこわさ

→開排制限のない股関節脱臼の存在

→X線検査ではわかりにくい

DDH診断のこわさとしましては、急に赤ちゃんを
見るこわさがまずありますが、ご自分に子どもが
できた時がチャンスと考えてください。実際私も自
分の子どもができて、小児整形外科知らないこと
に気づいて、それまで骨折、人工関節、脊椎手術
に明け暮れていましたが、子どもが見たいとほぼ
転科したようなものでした。＜クリック＞あと見逃
しや遅診断のこわさがあります。開排制限のない
脱臼なんてかんがえただけでも恐ろしいと私も考
えておりました。かといってX線でもわかりにくい。
ところがＤＤＨ診断はすでにパラダイムシフトして
いました。とにかく超音波です！
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私の初の股関節脱臼例 
３か月女児 開排制限のない脱臼

両臼蓋形成不全
左股関節亜脱臼

RB3ヵ月装着

右33°     左39°

開排制限なし
頭位分娩
皮膚溝脱臼側になし
女児

右 左

家族歴あり
→父、祖母、叔母

typeⅠ  type D/III

恐怖！

この赤ちゃんは私が最初に経験した股関節脱臼
例ですが、＜クリック＞恐怖の開排制限のない脱
臼でした。臨床所見ありませんが、濃厚な家族歴
があり、ご家族はとても心配されておられました。
エコーにて左が明らかに悪くRB治療が必要なこと
がわかりました。＜クリック＞X線でも脱臼は微妙
なので、エコーをあてなければ見逃される可能性
が高いケースと言えます。本当にGraf法を習得し
ていたよかったと思いました。



Harper & Clarke, JPO 2020

対象：生後3ヵ月未満の脱臼した515股関節

臨床所見に依存する
健診システムでは脱臼
遅診断は根絶できない。

経験豊富なシニアドクター

●脱臼股の13.8%は誤診される。

●開排制限のない脱臼が20%存在
した。

↓
↓

サウサンプトンこども病院
サウサンプトン大学病院
アーノルドパーマー病院
フィラデルフィアこども病院
バンクーバーこども病院

英米加共同研究

臨床身体所見の精度は？

選択的エコー健診のかなめである身体所
見の精度について、英国の重鎮クラーク
先生が米国やカナダと共同で調査した論
文ですが、経験豊富なドクターも、脱臼股
の13.8%を誤診し、また開排制限のない脱
臼が20%存在することで、すり抜けてしま
うのだろうと報告されています。<クリック>
結局臨床所見に依存する健診システム
では遅診断は根絶できないと結論されて
おります。
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2023年12月こども家庭庁からの事務連絡

日本では2023年末にこども家庭庁からの
事務連絡により、1か月健診においても二
次健診への推奨項目のチェックをしてい
ただけることになりました。これはほぼ義
務化といってよい強制力があります。各
自治体が徐々にこのシステムを導入して
ゆきますので、地域での対応が求められ
ます。
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1か月児健診からの股関節二次検診

•赤ちゃんが小さい

→X線検査が不正確になりやすい

•赤ちゃんがあまり動かない

→超音波検査がやりやすい

• 1か月児では開排制限という関節拘縮が
発生していないことも多い

→開排制限からの診断は不確実

超音波検査がどうしても不可欠となる

1か月児をみることはなかなかなかったと思いま
すが、やはり乳児とは違って、赤ちゃんが大変小
さいため、X線検査がさらに不正確になりやすい
です。しかしながら＜クリック＞乳児ほどバタバタ
動かれませんので、超音波検査は非常にやりや
すいです。そして＜クリック＞これまで重要な身体
所見でした開排制限ですが、これは病的な股関
節に生じる関節拘縮ですが、1か月児ではこれを
発生していないことも多く、身体所見からでは不
確実となります。＜クリック＞以上から超音波検
査がどうしても不可欠となります。
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赤ちゃんの股関節をエコーで守る１０年

●5年目標

二次検診での股関節エコー診断を
100%にする

A Decade of Infant Hip Protection by Ultrasound (iHiPUS)

●最終目標 生まれた赤ちゃん全員
に股関節エコーを実施する
      （世界的にはできれば生後6週までに）

発信なくば
実現なし

エコーチケット配布など政治的方策が必要

そこで「赤ちゃんの股関節をエコーで守る
10年運動」、というのはどうでしょうか？
今回初めて提案させていただくのですけ
れども、5年で二次検診での股関節エ
コー診断を100%にする。最終目標として
は生まれた赤ちゃん全員に股関節エコー
を実施するというものです。勝手にエンブ
レムも作っておりますが、これらが実現す
るには政治的方策が必要であろうと思い
ます。
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実現のためには

小児整形外科を2つ目のサブスペ
シャルティとして選択いただき、
乳児股関節エコーセミナーを
多くの整形外科ドクターに

受けてほしい！

こうした股関節検診の進歩のため、目標
の実現のためには、小児整形外科を少な
くとも2つ目のサブスペシャルティとして選
択いただき、乳児股関節エコーセミナー
を多くの整形外科ドクターに受けてほし
い！
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乳児股関節エコーセミナー
1987年5月 第 1 回開催（大阪医大）

2020年2月 第77回→2022年10月再開

●開催情報は日本整形外科超音波学会
ホームページをご参照ください。

●希望により全国各地でも開催可能

セミナープログラム

国内でグラーフ法を習得するための、乳
児股関節エコーセミナーは日本整形外科
超音波学会が主催しています。1987年大
阪医大にて第一回が開催され、コロナ流
行による休止を余儀なくされましたが、
2022年10月に再開しており、3月に高知
で第90回が開催されました。1日半でGraf
法をマスターする虎の穴教室です。



乳児股関節エコーセミナー
講演内容

超音波の基礎、股関節の解剖、超音波
解剖、超音波の操作法、Graf法以外の股
関節超音波検査、Graf法のタイプ分類、
Graf法の計測、そして計測と分類の実習
を行います。
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① 大腿骨頚部骨化部外縁 ⇒ ② 大転子 ⇒ ③ 大転子窩部 

           

⇒ ⑫ Y軟骨 ⇒ ⑬ 骨頭靱帯 ⇒ ⑭ 坐骨 ⇒ ⑮ 大腿骨頭核

①

②

⑦

⑧

⑨

⑫
⑩
⑪

⑮

⑭

⑬③

⑤

④

⑥

⇒ ④ 関節包⇒ ⑤ 関節唇 ⇒ ⑥ 軟骨膜 ⇒ ⑦ Perichondrial Gap 

           ⇒ ⑧ 軟骨性臼蓋  ⇒ ⑨ 腸骨外縁 ⇒ ⑩ 腸骨下端 ⇒ ⑪ 骨性臼蓋嘴 

２． 15の解剖学的同定をマスターしておく。

最も重要な超音波解剖です。この１５の
解剖学的同定が何より重要です。これを
参加者一人一人、いろんな画像を見ても
らって、ディスクリプションしてもらいます。
それを２～３周延々行います。すると最初
見えなかった構造がだんだん見えてきて、
最後には一瞬で同定できるようになって
ゆきます。
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5M

昔のエコー黎明期の機器で撮像された、
さざなみのごとしと揶揄された時代のエ
コー画像です。画像は粗いのですが、エ
コー解剖に基づくと、大腿骨骨化部外縁
があり、大転子窩部から関節包、そして
関節唇が垂れ下がっています。腸骨外縁
は角度を成しておらず関節唇の下方に接
して位置する大腿骨頭は大きく脱臼して
いることがわかり、タイプ４と判別できま
す。
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現在の超音波機器では解像度が高く、安
心していただきたいですが、このようにほ
とんどの正常像がクリアに描出されます。
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赤ちゃんに超音波をあてる実習

本セミナーの最大の特徴は、座学だけで
はなく、実際に赤ちゃんも募集して、赤
ちゃんに超音波をあてる実習があるとい
うことです。今はファントムを使った実習も
ありますが、やはり動いたり、泣いたりす
る赤ちゃんにプローブをあてる実習は重
要です。
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乳児股関節エコーセミナー開催県

開催により若手の修得機会が大きく拡大！
セミナー講師陣との連携でフォローも充実！
LINEで画像送付することで相談

赤ちゃん募集により20～30児
ていど集まれば開催は可能です。
ご相談お待ちしています！

これまでに

1558名／38年が

受講している。

本セミナーが開催された都道府県は24であり、
これまでに1500人を超える受講者が巣立っ
ております。開催により若手の修得機会が大
きく拡大します。セミナー講師陣との連携をと
りセミナー後のフォローも心掛けています。
LINEなどで画像を送っていただいて相談もし
ています。赤ちゃんが20－30児集まれば、開
催は可能です。うちでやりたいとお考えのか
たがおられましたら、ご相談をお待ちしており
ます。東京開催がありません。大阪は22年、
神奈川は30年開催がありません。
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股関節脱臼の遅診断を根絶したい！
日本の現状において、この目標をかなえるためには
超音波検査を標準検査として実施率を上げるしかない！

実際には、この10年間で超音波使用率は増加している。
2011～2012年度      2020～2021年度

Hattori（2017年） 江口（2023年）

28％ → 47％
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/
report_pdf/202327001A-buntan13_4.pdf

J Orthop Sci. 2017 Jan;22(1):121-126.

＝二次検診受診率15％✕超音波検査使用率47% ＝ 7%二次検診で
超音波検査される対象児

現状の日本で股関節脱臼の遅診断を根
絶したいと考えると、超音波検査を標準
検査として実施率を上げるしかないと考
えます。実際には、この10年間で、二次
検診における超音波使用率は、28%から
47%と増加しています。＜クリック＞しかし
ながらこの使用率で、二次検診で超音波
検査が実施される対象児は7%にしかなり
ません。
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まずは

二次検診での超音波診断を
100%にしたい。

二次検診での実施率をぜひ100%にした
いことろです。
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赤ちゃんの股関節をエコーで守る１０年

●5年目標

二次検診での股関節診断を100%
にする

A Decade of Infant Hip Protection by Ultrasound (iHiPUS)

●最終目標 生まれた赤ちゃん全
員に股関節エコーを実施する
      （世界的にはできれば生後6週までに）

エコーチケット配布など政治的方策が必要

くりかえしになりますが、赤ちゃんの股関
節をエコーで守る10年運動の5年目標と
しての二次検診での超音波使用を１０
０％にするをまず目指したいです。
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新潟県
2002年 新潟市
2014年 胎内市
2019年 小千谷市
2024年 魚沼市

青森県
2021年 南部町
2024年 八戸市

富山県
2008年 射水市・砺波市

島根県
2010年 江津市

徳島県（4市9町1村）
2014年 佐那河内村
2018年 三好市・美馬市・上板町・板野町・松茂町・
つるぎ町・那賀町・美波町・牟岐町・海陽町
2020年 東みよし町
2021年 小松島市・阿波市

乳児一次健診で
全例超音波検査
を実施している
30自治体

長野県
1992年 下諏訪町
2012年 阿南町・下條村・
売木村・天龍村・泰阜村

北海道
2003年 美瑛町

2010年 6自治体
↓

2025年 30自治体

星野弘太郎（整形外科 75,1237-44 2024）

一方で、セミナーから巣立っていかれた
先生方が、各地で全例エコー健診を実施
してくれております。15年前は6自治体し
かありませんでしたが、現在5倍の30自
治体に増えてくれており、ブライトフュー
チャーと言えるのではないでしょうか。ぜ
ひ後に続いて、健診に飛び込んでいただ
ける先生方をお待ちしております。
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顕微鏡で見ない腫瘍診断はないように

超音波で見ない
DDH診断はない！

26

みなさんとの共通ポリシーに
セミナー参加お待ちしています
「乳児股関節エコーセミナー」で検索を

2025年過去最高の年間5回開催

2月   3月  8月   9月 10月
香川・高知・山形・下諏訪・佐賀

「顕微鏡で診ない腫瘍診断はない」と同
様に、「超音波検査で診ないDDH診断は
ない」との信念で、＜クリック＞われわれ
乳児股関節エコーセミナー講師陣は、
Graf法の普及に努めております。今年は
年間最高となる5回の開催を予定しており
ます。またセミナー開催などご協力いた
だければと思います。
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27

青森で全例超音波検診をはじめた
三浦一朗先生

青森

高知

参加者
大募集中！

岡山

第93回乳児股関節エコーセミナー
10月佐賀で初開催

杉田健会長

楽しく仲良くを心掛けて懇親会もいつも大
盛り上がり大会です。明日から実践でき
るセミナーをモットーに、Graf法の伝道に
努めております。セミナーの紹介が中心
となってしまいましたが、拝聴ありがとう
ございました。ぜひご参加ください。
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